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1． はじめに 

 ペースメーカの点検を行う際に、ペースメーカ

のパルス測定は、専用の計測機が必要である。専

用の計測器機は比較的高価なため学生では購入が

難しく、オシロスコープを用いる必要がある。 

 先行研究では心拍数を測るもの作成されたが、

それだけでは一部の性能しか評価できない」。 

そこで、新たにパルス幅、デューティ比、振幅値

測定の機能を拡張し、実習におけるチェッカーの

可用性の向上とペースメーカに対する学生の知識

の向上を図る。 

 

2． 方法 

プログラムの開発を行い、検討・改善を繰り返

す。また、オシロスコープを使用し、誤差を算

出、精度の確認を行う。ペースメーカのモード

は VOOを使用した。 

 

3． 結果 

 ①パルス幅測定 

  オシロスコープで測定した値と同様の値を得

ることが出来た。 

 ②デューティ比測定（パルス波振幅 5v） 

  オシロスコープで測定した１周期とパルス幅

から算出した値と同様の値を得ることが出来た。 

 ③振幅値測定 

4． まとめ 

結果より、心拍数測定に加え、簡易的で安定に

パルス幅、デューティ比の測定を行うことが出来

た。しかし、2.2v 以下での測定では値が安定して

出すことが出来なかった。 

また、振幅値測定では作成した回路から放電し

てしまい、安定した電圧を得られなかったため測

定することが出来なかった。 

 

5．今後の課題 

 低電圧での測定でも安定して値を出せるよう 

に増幅器を用いる必要がある。 

 振幅値測定では回路からの放電を抑えるための

ダイオードを入れても放電してしまったため他

の回路を作って安定した入力電圧を得られるよ

うにすることが今後の課題である。 
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プログラムは完成し、正常に働いたが 

作成した回路に問題が生じ、振幅測定は 

出来なかった。 
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